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(57)【要約】
【課題】超音波画像を含む表示画像を構成する各画素に
対して、各画素に応じた異なる補正特性を適用して、表
示画像の視認性を向上させるための画像補正処理を行う
超音波診断装置を提供する。
【解決手段】画像生成部２４は、超音波画像、及び超音
波画像以外の医用画像を部分画像として含む表示画像を
生成する。表示画像、及び当該表示画像の各画素の画素
値に対する補正特性（γ値ＬＵＴ及び色度ＬＵＴ）を示
す画素ＬＵＴ対応データ３０が画像補正部４０へ出力さ
れる。画像補正部４０に含まれるフィルタ生成部４２は
、画素ＬＵＴ対応データ３０に基づいて、表示画像の各
画素の画素値に適用するγ値ＬＵＴ及び色度ＬＵＴを選
択する。画像補正部４０に含まれるフィルタ適用部４４
は、表示画像の各画素毎に選択されたγ値ＬＵＴ及び色
度ＬＵＴを各画素の画素値に適用する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織を表す超音波画像を含む表示画像を生成する画像生成部と、
　前記表示画像に対してガンマ補正及び色度補正の少なくとも一方である画像補正を行う
画像補正部と、
　前記画像補正部により補正された表示画像を表示する表示部と、
　を備え、
　前記画像補正部は、
　前記表示画像を構成する各画素の座標に応じて、複数の補正特性の中から各画素の画素
値に対して行われる前記画像補正の補正特性を選択する補正特性選択部と、
　前記表示画像を構成する各画素の画素値に対して、選択された補正特性を適用する補正
特性適用部と、
　を含む、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記画像生成部を備える装置本体と、前記画像補正部及び前記表示部を備え前記装置本
体と通信可能に接続された表示器と、を有し、
　前記装置本体は、
　前記表示画像を表す画素値列を前記表示器に出力する画像出力部と、
　前記画素値列を構成する画素値毎に、前記補正特性を選択するための情報を前記表示器
へ出力する補正特性情報出力部と、
　を含むことを特徴とする、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記補正特性選択部は、前記表示画像に含まれる超音波画像である第１部分画像を構成
する各画素の画素値に対しては、第１補正特性を選択し、前記表示画像に含まれる超音波
画像以外の医用画像である第２部分画像を構成する各画素の画素値に対しては、第２補正
特性を選択する、
　ことを特徴とする、請求項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記表示画像に含まれる部分画像の種別を判定する部分画像種別判定部と、
　をさらに備え、
　前記補正特性選択部は、前記部分画像種別判定部による判定結果に応じて、判定された
部分画像を構成する各画素の画素値に対する補正特性を選択する、
　ことを特徴とする、請求項１に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関する。特に、超音波診断装置において表示される表示画
像の補正に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、備え付けられた超音波プローブにおいて被検体に対して超音波を送
受波し、これにより得られた受信信号に基づいて超音波画像を含む表示画像を形成して表
示器に表示させる装置である。
【０００３】
　従来、超音波診断装置に用いられている表示器においては、当該表示器に表示される表
示画像の視認性（画質）を向上させるために、当該表示器の表示特性などを考慮して、表
示画像に対して、γ値（輝度）補正処理あるいは色度補正処理などの画像補正処理が行わ
れている（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１０８３１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、１つの表示画像の各部分あるいは各画素において、それぞれ異なる補正特性
で画像補正処理を行いたい場合がある。例えば、超音波画像とＣＴ画像が１つの表示画像
に含まれる場合、超音波画像の視認性を向上させるための補正特性と、ＣＴ画像の視認性
を向上させるための補正特性がそれぞれ異なるため、それらの各部分画像を構成する各画
素群に対しては異なる補正特性を適用したい。
【０００６】
　しかしながら、従来においては、１つの表示画像に対して一律に同じ補正特性が適用さ
れていた。したがって、例えば部分画像として超音波画像とＣＴ画像を含む表示画像にお
いては、表示画像に対して超音波画像に適した補正特性を適用すれば、超音波画像の視認
性は向上するものの、ＣＴ画像の視認性が低下するという問題が生じる。一方、表示画像
に対してＣＴ画像に適した補正特性を適用すれば、ＣＴ画像の視認性は向上するものの、
超音波画像の視認性が低下するという問題が生じる。
【０００７】
　本発明の目的は、超音波画像を含む表示画像を構成する各画素に対して、各画素に応じ
た異なる補正特性を適用して、表示画像の視認性を向上させるための画像補正処理を行う
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る超音波診断装置は、組織を表す超音波画像を含む表示画像を生成する画像
生成部と、前記表示画像に対してガンマ補正及び色度補正の少なくとも一方である画像補
正を行う画像補正部と、前記画像補正部により補正された表示画像を表示する表示部と、
を備え、前記画像補正部は、前記表示画像を構成する各画素の座標に応じて、複数の補正
特性の中から各画素の画素値に対して行われる前記画像補正の補正特性を選択する補正特
性選択部と、前記表示画像を構成する各画素の画素値に対して、選択された補正特性を適
用する補正特性適用部と、を含む、ことを特徴とする。
【０００９】
　上記構成によれば、１つの表示画像に含まれる各画素（各部分）に対して異なる補正特
性を適用することができる。例えば、表示画像に異なる種別の部分画像が含まれる場合な
ど、表示画像の各部分に対する好適な補正特性が異なる場合に、各部分に対してそれぞれ
好適な補正特性を適用することができる。
【００１０】
　望ましくは、前記画像生成部を備える装置本体と、前記画像補正部及び前記表示部を備
え前記装置本体と通信可能に接続された表示器と、を有し、前記装置本体は、前記表示画
像を表す画素値列を前記表示器に出力する画像出力部と、前記画素値列を構成する画素値
毎に、前記補正特性を選択するための情報を前記表示器へ出力する補正特性情報出力部と
、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　補正特性は、表示器が有する表示部の表示特性に応じて設定されるのが一般的である。
したがって、表示画像に対して行われる画像補正の補正特性（例えばＬＵＴ（Look Up Ta
ble）など）は、表示器が有しているのが一般的である。当該構成によれば、表示画像を
構成する各画素の画素値に対して適用される補正特性を特定するための情報を装置本体か
ら出力されるから、元々表示器が有する補正特性を利用して画像補正を行うことができる
。
【００１２】
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　望ましくは、前記補正特性選択部は、前記表示画像に含まれる超音波画像である第１部
分画像を構成する各画素の画素値に対しては、第１補正特性を選択し、前記表示画像に含
まれる超音波画像以外の医用画像である第２部分画像を構成する各画素の画素値に対して
は、第２補正特性を選択する、ことを特徴とする。
【００１３】
　当該構成によれば、表示画像が、部分画像として、超音波画像と、超音波画像以外の医
用画像を有する場合に、各部分画像を構成する各画素の画素値に対して、それぞれ好適な
補正特性を適用することができる。
【００１４】
　望ましくは、前記表示画像に含まれる部分画像の種別を判定する部分画像種別判定部と
、をさらに備え、前記補正特性選択部は、前記部分画像種別判定部による判定結果に応じ
て、判定された部分画像を構成する各画素の画素値に対する補正特性を選択する、ことを
特徴とする。
【００１５】
　当該構成によれば、表示画像に含まれる部分画像の種別に応じた好適な補正特性を自動
的に選択することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、超音波画像を含む表示画像を構成する各画素に対して、各画素に応じ
た異なる補正特性を適用して、表示画像の視認性を向上させるための画像補正処理を行う
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態に係る超音波診断装置の構成概略図である。
【図２】表示画像のレイアウトの一例を示す図である。
【図３】画素ＬＵＴ対応データの内容を示す概念図である。
【図４】表示画像に適用されるフィルタの例を示す概念図である。
【図５】本実施形態に係る超音波診断装置の処理の流れを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１９】
　図１は、本実施形態に係る超音波診断装置１０の構成概略図である。超音波診断装置１
０は、一般に病院などの医療機関に設置され、被検体に対して超音波診断を実行する医療
上の機器である。超音波診断装置１０は、表示画像（表示画像データ）を生成する装置本
体１２と、装置本体１２から送られてくる表示画像を表示する表示器１４、及び、被検体
に当接され超音波を送受波するプローブ１６から構成される。
【００２０】
　まず、装置本体１２の構成について説明する。
【００２１】
　送受信部２０は、プローブ１６が有する複数の振動子を励振する複数の送信信号をプロ
ーブ１６へ送ることで、プローブ１６において超音波を発生させる。また、送受信部２０
は、反射エコーを受信した複数の振動子から得られる複数の受信信号を整相加算処理して
、超音波ビームの走査方向に並ぶビームデータを形成する。ビームデータは、深度方向に
並ぶ複数の反射エコー信号により構成される。このように、送受信部２０は、送信ビーム
フォーマと受信ビームフォーマの機能を備えている。送受信部２０により形成されたビー
ムデータは画像生成部２４に出力される。
【００２２】
　外部画像入力部２２は、例えば、ＤＶＤなどの記憶媒体を読み込む媒体リーダ、あるい
は通信回線と接続するための通信インターフェイスなどを含んで構成される。外部画像入
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力部２２からは、記憶媒体あるいは通信回線を介してＸ線診断装置からのＣＴ画像（ＣＴ
画像データ）が入力される。あるいは、記憶媒体あるいは通信回線を介して核磁気共鳴装
置からのＭＲＩ画像（ＭＲＩ画像データ）が入力される。もちろん、外部画像入力部２２
からは、その他の種類の画像データが入力されてもよい。
【００２３】
　ＣＴ画像やＭＲＩ画像は、ＤＩＣＯＭ（Digital Imaging and COmmunication in Medic
ine）フォーマットで入力される。ＤＩＣＯＭフォーマットの画像データには、付帯情報
（メタ情報）が付されている。付帯情報には、当該画像データの種別を示す画像種別情報
が含まれている。種別とは、例えば、ＣＴ画像、ＭＲＩ画像などである。付帯情報によれ
ば、ＤＩＣＯＭフォーマットで画像データを受信した装置本体１２が、当該画像データの
種別、例えば、ＣＴ画像であるのかＭＲＩ画像であるのか識別することができる。外部画
像入力部２２から入力されたＣＴ画像、ＭＲＩ画像などの外部画像データは、画像生成部
２４へ出力される。
【００２４】
　画像生成部２４は、例えばＤＳＣ（Digital Scan Converter）などから構成される。画
像生成部２４は、送受信部２０からのビームデータ、及び外部画像入力部２２からの外部
画像データに基づいて、表示器１４に表示させるための表示画像を生成する。画像生成部
２４は、医師、あるいは看護師などを含むユーザの指示（これは不図示の操作部から入力
される）に基づいて、様々なレイアウトの表示画像を生成することができる。例えば、２
つの部分画像を含む２画面表示レイアウト、あるいは４つの部分画像を含む４画面表示レ
イアウトの表示画像を生成することができる。これらのレイアウトにおける部分画像とし
ては、送受信部２０から出力されたビームデータから生成される超音波画像であるＢモー
ド画像、外部画像入力部２２から入力されるＣＴ画像及びＭＲＩ画像などが利用される。
また、表示画像には、テキスト情報（計測値など）や、グラフィック情報（ボディマーク
など）が含まれていてもよい。画像生成部２４により生成された表示画像（表示画像デー
タ）は出力部３４に出力される。
【００２５】
　好適には、画像生成部２４には、画像生成部２４が生成した表示画像に含まれる部分画
像の種別、及び各部分画像の表示画像中の位置を判定する部分画像種別判定部２６が含ま
れていてもよい。部分画像種別判定部２６は、送受信部２０からのビームフォーマに基づ
いて生成された部分画像を超音波画像と識別することができる。また、外部画像入力部２
２からの外部画像については、上述のＤＩＣＯＭフォーマットの付帯情報に含まれる画像
種別情報に基づいて、その種別を判定する。また、各部分画像の位置は、表示画像のレイ
アウトに基づいて判定される。部分画像種別判定部２６による判定結果を示す判定結果情
報は、後述の対応データ設定部３２に出力される。
【００２６】
　記憶部２８は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、あるいはハードディスクなどから構成され、装置本体
１２を動作させるためのプログラムなどが記憶される。また、記憶部２８には、複数の画
素ＬＵＴ対応データ３０が記憶される。
【００２７】
　本実施形態に係る超音波診断装置１０においては、画像生成部２４が生成した表示画像
が表示器１４において表示される前に、表示画像の視認性を向上させるために表示画像に
対して画像補正処理が行われる。本実施形態においては、画像補正処理として、各画素の
γ値（輝度値）及び色度を補正する処理を行う。表示画像を構成する各画素に対する上記
画像補正処理の補正特性が、画素ＬＵＴ対応データ３０において示されている。
【００２８】
　本実施形態においては、補正前の各画素値（γ値あるいは色度）対する補正後の画素値
が規定されたＬＵＴ（Look Up Table）を用いて画像補正処理を行う。つまり、当該ＬＵ
Ｔが補正特性を示すものとなる。後述のように、本実施形態においては、それぞれ異なる
γ値の補正特性を示す複数のγ値ＬＵＴと、それぞれ異なる色度の補正特性を示す複数の



(6) JP 2017-189287 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

色度ＬＵＴが用意される。表示画像を構成する各画素の画素値に適用するγ値ＬＵＴ及び
色度ＬＵＴを適宜設定することにより、表示画像を構成する各画素の画素値に対して好適
な補正特性が設定される。
【００２９】
　画素ＬＵＴ対応データ３０においては、表示画像を構成する各画素の画素値に対して適
用される補正特性が示されている。具体的には、画素ＬＵＴ対応データ３０には、表示画
像を構成する各画素の座標と、当該画素の画素値に対して好適な画像補正処理を行うため
のγ値ＬＵＴ及び色度ＬＵＴが示されている。画素ＬＵＴ対応データ３０の具体例につい
ては、図２及び図３を参照して後述する。
【００３０】
　対応データ設定部３２は、画素ＬＵＴ対応データ３０の内容を設定するものである。対
応データ設定部３２は、ユーザあるいはサービスマンなどの指示に従って、画素ＬＵＴ対
応データ３０の内容を予め設定してもよい。例えば、ユーザあるいはサービスマンは、画
像生成部２４が生成可能な表示画像のレイアウト毎に、表示画像を構成する各画素の画素
値に対して適用されるγ値ＬＵＴ及び色度ＬＵＴを指示し、対応データ設定部３２は、当
該指示に基づいて画素ＬＵＴ対応データ３０の内容を設定する。
【００３１】
　また、超音波画像に対する好適な補正特性、ＣＴ画像に対する好適な補正特性、あるい
はＭＲＩ画像に対する好適な補正特性がそれぞれ予め決定されているならば、対応データ
設定部３２は、部分画像種別判定部２６における判定結果に基づいて、画素ＬＵＴ対応デ
ータ３０の内容を設定するようにしてもよい。具体的には、対応データ設定部３２は、各
部分画像を構成する各画素の画素値に対して、各部分画像の種別に応じた好適な補正特性
を適用するように、画素ＬＵＴ対応データ３０の内容を動的に設定するようにしてもよい
。
【００３２】
　出力部３４は、例えばＨＤＭＩ（登録商標）（High-Definition Multimedia Interface
）端子などから構成される。画像出力部としての出力部３４は、画像生成部２４で生成さ
れた表示画像、つまり表示画像を表す画素値列を表示器１４に出力する。また、補正特性
情報出力部としての出力部３４は、表示画像に対応する補正特性情報としての画素ＬＵＴ
対応データ３０を表示器１４に出力する。表示画像及び画素ＬＵＴ対応データ３０は、互
いを関連付けるための（両者の対応関係を示す）識別情報を有していてもよい。
【００３３】
　その他、装置本体１２には、例えばマイクロコントローラなどから構成され、後述の記
憶部２８に記憶されたプログラムに従って装置本体１２の各部の制御を行う制御部などを
含んで構成される。
【００３４】
　次に、表示器１４の構成について説明する。
【００３５】
　画像補正部４０は、マイクロコントローラあるいはＦＰＧＡ（Field-Programmable Gat
e Array）などから構成される。画像補正部４０は、装置本体１２から出力された表示画
像に対して、同じく装置本体１２から出力された画素ＬＵＴ対応データ３０に基づいて画
像補正処理を実行する。画像補正部４０は、補正特性選択部としてのフィルタ生成部４２
、及び補正特性適用部としてのフィルタ適用部４４を含んで構成されている。フィルタ生
成部４２は、画素ＬＵＴ対応データ３０に基づいてフィルタを生成し、フィルタ適用部４
４は、当該フィルタを表示画像に適用することで表示画像の画像補正処理を実行する。
【００３６】
　記憶部４６は、例えばＲＯＭあるいはＲＡＭなどから構成される。記憶部４６には、表
示画像の画像補正処理に用いる複数のＬＵＴが記憶される。図１に示される通り、本実施
形態では、γ値ＬＵＴ群４８及び色度ＬＵＴ群５０が記憶されている。なお、図１にはγ
値ＬＵＴ及び色度ＬＵＴはそれぞれ３つ示されているが、それぞれそれ以上の数のＬＵＴ
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が設けられていてよい。
【００３７】
　γ値ＬＵＴ群４８に含まれる各γ値ＬＵＴ１～３は、表示画像を構成する各画素の画素
値であるγ値に対するそれぞれ異なる補正特性を示すものである。例えば、γ値ＬＵＴ１
は超音波画像のγ値補正に適した補正特性を示し、γ値ＬＵＴ２はＣＴ画像のγ値補正に
適した補正特性を示す。
【００３８】
　同じく、色度ＬＵＴ群５０に含まれる各色度ＬＵＴ１～３は、表示画像を構成する各画
素の画素値である色度に対するそれぞれ異なる補正特性を示すものである。例えば、色度
ＬＵＴ１は超音波画像の色度補正に適した補正特性を示し、色度ＬＵＴ２はＣＴ画像の色
度補正に適した補正特性を示す。
【００３９】
　フィルタ生成部４２は、装置本体１２から出力された画素ＬＵＴ対応データ３０に基づ
いて、表示画像の各画素の画素値に適用するγ値ＬＵＴ及び色度ＬＵＴを選択する。これ
により、表示画像を構成する各画素に対応する座標を有し、画素ＬＵＴ対応データ３０に
より示されたγ値ＬＵＴ及び色度ＬＵＴが適用されて得られる補正特性を有する要素群か
らなるフィルタが生成される。当該フィルタは、複数の異なる補正特性を含むものである
。
【００４０】
　フィルタ適用部４４により当該フィルタが表示画像に適用されることで、表示画像に対
して画像補正処理が実行される。上述のように、当該フィルタは、複数の異なるγ値補正
特性、及び色度補正特性を有するから、当該画像補正処理においては、表示画像の各画素
の画素値毎に異なる補正特性が適用される。より詳しくは、画素値毎に適した（つまり好
適な視認性が得られる）補正特性が適用される。これにより、例えば超音波画像とＣＴ画
像を含む表示画像において、超音波画像部分に対しては超音波画像に適した補正特性を適
用し、ＣＴ画像部分に対してはＣＴ画像に適した補正特性を適用することができる。
【００４１】
　なお、表示画像を構成する各画素の画素値に対するγ値ＬＵＴ及び色度ＬＵＴの選択及
び適用方法については、上記の方法に限られない。例えば、画像補正部４０は、表示画像
から１つの注目画素を選び、当該注目画素の画素値に対して適用すべきγ値ＬＵＴ及び色
度ＬＵＴを画素ＬＵＴ対応データ３０に基づいて選択し、注目画素の画素値に対して選択
されたγ値ＬＵＴ及び色度ＬＵＴを適用するという処理を繰り返すようにしてもよい。
【００４２】
　表示部５２は、例えば液晶ディスプレイなどから構成され、装置本体１２の画像生成部
２４で生成され、画像補正部４０で画像補正処理された補正後の表示画像を表示するもの
である。
【００４３】
　超音波診断装置１０の構成概略としては以上の通りである。以下、図２及び図３を用い
て、画素ＬＵＴ対応データ３０の具体例について説明する。
【００４４】
　図２には、画像生成部２４で生成された表示画像の一例が示されている。表示画像６０
は、４画面表示のレイアウトを有しており、部分画像として、２つのＢモード画像６２，
６４、１つのＣＴ画像６６、及び１つのＭＲＩ画像６８を含んでいる。表示画像６０は、
さらに、テキスト情報やグラフィック情報などが表示される背景領域７０を含んでいる。
【００４５】
　図２において、Ｂモード画像６２の左上隅の画素の座標を（ｘ１，ｙ１）、Ｂモード画
像６２の右下隅の画素の座標を（ｘ２，ｙ２）とする。また、Ｂモード画像６４の左上隅
の画素の座標を（ｘ３，ｙ１）、Ｂモード画像６４の右下隅の画素の座標を（ｘ４，ｙ２
）とする。また、ＣＴ画像６６の左上隅の画素の座標を（ｘ１，ｙ３）、ＣＴ画像６６の
右下隅の画素の座標を（ｘ２，ｙ４）とする。また、ＭＲＩ画像６８の左上隅の画素の座
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標を（ｘ３，ｙ３）、ＭＲＩ画像６８の右下隅の画素の座標を（ｘ４，ｙ４）とする。
【００４６】
　図３には、図２に示された表示画像６０に対する画素ＬＵＴ対応データ３０の例が示さ
れている。本実施形態においては、画素ＬＵＴ対応データ３０は、図３に示す通りテーブ
ル形式となっている。上述の通り、画素ＬＵＴ対応データ３０には、表示画像を構成する
各画素の座標と、当該画素の画素値に対して好適な画像補正処理を行うためのγ値ＬＵＴ
及び色度ＬＵＴが示されている。
【００４７】
　表示画像を構成する各画素の座標は、図３において座標欄に示されている。例えば、Ｂ
モード画像６２を構成する各画素の座標としては、スタート座標（ｘ１，ｙ１）及びエン
ド座標（ｘ２，ｙ２）で示されている。これは、スタート座標（ｘ１，ｙ１）及びエンド
座標（ｘ２，ｙ２）を対角とする矩形の領域を示すものである。そして、当該座標には、
γ値ＬＵＴとしてγ値ＬＵＴ１が、色度ＬＵＴとして色度ＬＵＴ１が関連付けられている
。つまり、画素ＬＵＴ対応データ３０の１行目は、表示画像が含む部分画像のうち超音波
画像であるＢモード画像６２を構成する各画素の画素値に対して、γ値ＬＵＴ１及び色度
ＬＵＴ１を適用することを示すものである。
【００４８】
　その他の部分画像についても同様である。例えば、画素ＬＵＴ対応データ３０の３行目
は、表示画像が含む部分画像のうちＣＴ画像６６を構成する各画素の画素値に対して、γ
値ＬＵＴ２及び色度ＬＵＴ３を適用することを示すものである。
【００４９】
　図４には、図３に示す画素ＬＵＴ対応データ３０に基づいてフィルタ生成部４２により
生成されたフィルタの例を示す図である。
【００５０】
　上述のように、フィルタ８０は、表示画像を構成する各画素に対応する座標を有する要
素群からなる。表示画像に含まれるＢモード画像６２に対応する第１領域８２に含まれる
要素群には、γ値ＬＵＴ１及び色度ＬＵＴ１を足し合わせた補正特性が与えられる。同様
に、Ｂモード画像６４に対応する第２領域８４に含まれる要素群には、γ値ＬＵＴ１及び
色度ＬＵＴ１を足し合わせた補正特性が与えられ、ＣＴ画像６６に対応する第３領域８６
に含まれる要素群には、γ値ＬＵＴ２及び色度ＬＵＴ３を足し合わせた補正特性が与えら
れ、ＭＲＩ画像６８に対応する第４領域８８に含まれる要素群には、γ値ＬＵＴ３及び色
度ＬＵＴ２を足し合わせた補正特性が与えられ、背景領域７０に対応する第５領域９０に
含まれる要素群には、γ値ＬＵＴ３及び色度ＬＵＴ３を足し合わせた補正特性が与えられ
る。
【００５１】
　このように、本実施形態で生成されるフィルタ８０には、複数の異なる補正特性を含ん
でおり、且つ、各補正特性が表示画像に含まれる各部分画像あるいは背景領域に適したも
のとなっている。当該フィルタ８０が表示画像に適用されることで、表示画像の全体が好
適に補正される。
【００５２】
　以下、図５に示すフローチャートに従って、超音波診断装置１０における処理の流れに
ついて説明する。
【００５３】
　ステップＳ１０において、画像生成部２４は表示画像を生成する。このとき、好適には
対応データ設定部３２は、部分画像種別判定部２６からの判定結果（表示画像に含まれる
部分画像の種別及び位置）に基づいて、画素ＬＵＴ対応データ３０を動的に設定してもよ
い。
【００５４】
　ステップＳ１２において、出力部３４は、ステップＳ１０で生成した表示画像及び当該
表示画像に対応する画素ＬＵＴ対応データ３０を表示器１４へ出力する。
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【００５５】
　ステップＳ１４において、フィルタ生成部４２は、装置本体１２から出力された画素Ｌ
ＵＴ対応データ３０に基づいて、表示画像に適用すべきフィルタを生成する。
【００５６】
　ステップＳ１６において、フィルタ適用部４４は、ステップＳ１４で生成されたフィル
タを表示画像に適用する。
【００５７】
　ステップＳ１８において、表示部５２は、ステップＳ１６によりフィルタが適用された
、つまり画像補正処理が行われた表示画像を表示する。
【００５８】
　以上、本発明に係る実施形態を説明したが、本発明は上記実施形態に限られるものでは
なく、本発明の趣旨を逸脱しない限りにおいて種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【００５９】
　１０　超音波診断装置、１２　装置本体、１４　表示器、１６　プローブ、２０　送受
信部、２２　外部画像入力部、２４　画像生成部、２６　部分画像種別判定部、２８，４
６　記憶部、３０　画素ＬＵＴ対応データ、３２　対応データ設定部、３４　出力部、４
０　画像補正部、４２　フィルタ生成部、４４　フィルタ適用部、４８　γ値ＬＵＴ群、
５０　色度ＬＵＴ群、５２　表示部。

【図１】 【図２】

【図３】
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